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小児用 20価肺炎球菌ワクチン（プレベナー20）の定期接種化について（依頼） 

 

 時下、ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。 

 平素より本市の保健衛生行政に御協力を賜り厚くお礼を申し上げます。 

 さて、令和 6 年 7 月 26 日付け「小児用 20 価肺炎球菌ワクチンの定期接種化について（依頼）」

において、当該ワクチンの定期接種化について御案内したところです。国からの事務連絡が未発出

の状況ではありますが、円滑な接種体制を確保するため、今後の対応等についてお知らせいたしま

すので、下記について御確認いただきますようお願いいたします。 

 

記 

 

１ 開始時期 

  令和 6年 10月 1日 

２ 接種方法等 

  定期接種の対象者、接種間隔、接種方法等は現行の 15 価ワクチン（バクニュバンス）と同様

であり、皮下接種又は筋肉内接種が可能です。 

３ 交互接種 

  令和 6年 10月 1日以降、使用するワクチンは 20価ワクチンが基本となります。また、13価ワ

クチン（プレベナー13）で接種を開始している場合は、20価ワクチンに切り替えて接種すること

が可能です。  

なお、当面の間は 15価ワクチンも使用することができますが、15価ワクチンと 20価ワクチン

の交互接種については、原則として、同一のワクチンで接種を行うこととしつつ、同一のワクチ

ンで接種できない場合についても接種が実施可能となるよう、必要な規定が設けられる予定です。 

 ※ 令和 6年 10月 1日以降、13価ワクチンは定期接種としての使用ができなくなります。 

４ 予防接種券 

  これまでと同じ予防接種券を使用してください。 

  なお、マイナポータル等で確認可能な予防接種歴について、この度、小児用肺炎球菌ワクチン

の種類（15価、20価等）を区別して管理していく方針を国が示したため、令和 6年 10月 1日以

降の接種分については、予防接種券の中央上部に、20価ワクチンを使用した場合は「⑳」と、15

価ワクチンを使用した場合は「⑮」と記入してください。（「⑳」等を記入する代わりにワクチン

のロットシールを当該箇所に貼付していただいても差し支えありません。） 

 ※ 来年度交付する母子健康手帳には、使用するワクチン種類のチェック欄を盛り込んだ予防接

種券を添付します。 

 

 

    【 記 入 例 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

５ 予診票 

  現行の予診票の接種方法欄に「皮下・筋肉内（15価に限る）」の記載がありますが、20価ワク

チンも筋肉内接種が可能ですので、引き続き使用してください。 

 ※ 今後、接種方法欄を改訂した予診票を作成する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 予防接種マニュアルの改訂について 

  20価ワクチンの定期接種化等に伴い、本市予防接種マニュアルを改訂します。 

  令和 6 年 10 月 1 日以降、本市ホームページから最新版をダウンロードできますので、御活用

ください。 

 

          【Ｕ Ｒ Ｌ】https://www.city.hiroshima.lg.jp/soshiki/72/2966.html 

          【ページ番号】２９６６ 
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